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１【臨時報告書の訂正報告書の提出理由】

　平成26年2月24日開催の当社取締役会において、平成26年4月1日を効力発生日として、当社の水晶部品営業部門を、

吸収分割により、当社が100％を出資する連結子会社で、同製品の開発及び製造会社である京セラクリスタルデバイス

株式会社に承継することを決議し、金融商品取引法第24条の5第4項及び企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第2

項第7号の規定に基づき、臨時報告書を提出しました。

　その後、当該臨時報告書提出時に未定としていました事項等が確定しましたので、金融商品取引法第24条の5第5項の

規定に基づき、臨時報告書の訂正報告書を提出するものです。

 

 

２【訂正事項】

（5）当該吸収分割の後の吸収分割承継会社となる会社の商号、本社の所在地、代表者の氏名、資本金の額、純資産の

額、総資産の額及び事業の内容

 

３【訂正内容】

訂正箇所は、下線を付して表示しています。

（5）当該吸収分割の後の吸収分割承継会社となる会社の商号、本社の所在地、代表者の氏名、資本金の額、純資産の

額、総資産の額及び事業の内容

 

（訂正前）

商号 京セラクリスタルデバイス株式会社

本店の所在地 山形県東根市

代表者の氏名 代表取締役社長　木里　重亮

資本金の額 16,318百万円

純資産の額 未定

総資産の額 未定

事業の内容 水晶部品の開発、製造並びに販売

（注）吸収分割承継会社の純資産及び総資産の額につきましては、提出日現在において、金額等が確定して

　　　いないため、未定としています。

 

（訂正後）

商号 京セラクリスタルデバイス株式会社

本店の所在地 山形県東根市

代表者の氏名 代表取締役社長　木里　重亮

資本金の額 16,318百万円

純資産の額 30,299百万円

総資産の額 35,525百万円

事業の内容 水晶部品の開発、製造並びに販売

（注）吸収分割承継会社の純資産及び総資産の額につきましては、京セラクリスタルデバイス株式会社が

　　　平成26年4月1日付けで実施した京セラクリスタルデバイス北海道株式会社の吸収合併に伴う影響額は

　　　含まれていません。

 

以　上
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